
 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点①Small talk 重点② Station activity 
・小：まとまりのある対話 
   自分の考えや気持ちを表現する。 
   ５年生・・教師と児童  ６年生・・児童と児童 
・中：継続的な取組・話すこと（即興）へのつながり 

 見方・考え方 

 
・小：様々な場面を設定し，楽しみながら英語表現に慣れ親しむ。 
・中：身に付けたい力に向かうための活動を設定する。 
  reading /  listening / speaking / writing /  conversation等の技能統合型の活動 

必要感（目的・場面・相手意識） 

 境町小中英語教育 

英語が話せる子どもたちの育成 
～スーパーグローバルスクール（SGS）事業～ 

 

 

 

 

 
 

 

・小学校：英語講師1３名がALTとして常駐 
・中学校：英語講師  ８名がALTとして常駐 
・HRT / JETとALTのティームティーチング 
※HRT／JETによるclass management  
                             ＋ 
※ALT・・・All English ※HRT／JET・・classroom English 
・指導力のブラッシュアップ 

 

  ～夢・好きなものなど 英語で話すことができる～                     英検取得目標 小学６年生：３級 

                                                                中学３年生：２級 

 

 
 
 
1.Hello song 
2.Greetings 
3.Daily Question 

活動→指導→活動 

4.Review 
  (small talk) 
5.Today’s Goal 
6.Introduction 
7.Activity 
   pair  
   group               
   station 
8.Talk time 
9.Reflection 
 10.Good-bye song 

 

発話量up 対話力up 

既習表現の定着 

 

少人数指導 
 

 

英語を活用して互いの考えや 

気持ちを伝え合う活動 

 

言語活動
の 

充実 

SGS事業 ①ALTの派遣      授業 

|| 

英語を使う場 

SGS事業 ②学習開始年齢の早期化・学習時間の確保 

    
・教科書＋町の教材・オリジナル教材（Chromebookの活用） 
 ①コミュニケーション能力の向上（使える英語）②英検対策 
 
 
 
 
 
※小学校はモジュール（10分程度）として 
  週３回 Switch Onを行う 

 

中学校 SGS：オリジナル教材 

 
 

１・２・３ 
年生 

 
 

・コミュニケーション活動 
・言語活動 
 目的・場面・状況に応じて    

 伝えたい内容と英語を考える 

 過程を大切にする      
・英検対策 

小学校 SGS：町の教材 

５･６年  町We can3  ・Switch On 

３･４年  町We can2 
  ・ 英検対策 

１･２年  町We can1 

知識の活用 

コミュニケーション能力の向上 

SGS事業 ③教材 

 

・中３・小６は悉皆，他学年は希望受験 
【英語習得によるインセンティブ】 
・英検の活用 ・TOEICへの挑戦 
・進路や職業の選択肢の広がり 
・ハワイ州立アリアマヌ中学校と姉妹校締結 
 → 教員や中学生の交流 ホームステイなど    

SGS事業 ④英検の全額補助／年１回 

    文部科学省・教育課程 町 

    名称 時数 名称 時数 

小学校 

１・２年     

 SGSタイム 
 （英語活動） 

年間３５時間 
（週１時間）（裁量） 

３・４年 外国語活動 
年間３５時間 
（週１時間） 

年間３５時間 
（週１時間）（総合） 

５・６年 外国語 
年間７０時間 
（週２時間） 

年間３５時間 
（週１時間）（総合） 

中学校 １～３年 外国語 
年間１４０時間 
（週４時間） 

 SGSタイム 
 （総合・裁量） 

年間３５時間 
（週１時間）（総合・裁量） 

教
育
課
程
特
例
校 

more individualized ICTの活用 interaction 


